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博士論文要旨 
東アジア文化研究科 文化交渉学専攻 
13D2202 榧木 亨 
日本近世期における楽律研究 
―『律呂新書』を中心として― 
本論文は朱子学を代表する楽律書であり、東アジア近世期において最も正統な楽律書と
して認識されていた蔡元定（1135-1198）の『律呂新書』の日本における展開過程について
考察したものである。『律呂新書』の東アジアにおける受容と変容の様相については、これ
まで中国および朝鮮に関しては概ね明らかにされているが、日本における同書の受容と変
容の様相については、これまでほとんど究明されていない。ここでは、その端緒を開いた中
村惕斎（1629-1702）をはじめ、林鵞峰（1618-1680）、斎藤信斎（生没年不詳）、蟹養斎（1705-
1778）、内堀英長（1774-1832）、鈴木蘭園（1741-1790）らの著作を発掘するとともに、そ
の特色を論じ、日本近世期における『律呂新書』研究という観点から網羅的に検討を行なっ
た。これにより、日本近世期における中国音楽研究、とりわけ楽律研究の一端を明らかにす
るとともに、儒教の楽理論とその関心が当時の知識人の中に広く及んでいたことを明らか
にした。 
 第一章「蔡元定『律呂新書』―成立と展開―」では、本論文における主たる研究対象であ
る蔡元定『律呂新書』について、その成立および展開過程と、三分損益十八律をはじめとす
る諸理論の特徴について論じた。『律呂新書』は蔡元定が朱熹（1130-1200）の助言を受けつ
つ著わした楽律書であり、後に『朱子成書』および『性理大全』に収録されたことにより朱
子学を代表する楽律書としての地位を確固たるものにした。また、『律呂新書』において提
唱されている三分損益十八律は、正律十二律に必要最小限の変律六律を追加し、正律十二律
がそれぞれ宮声となり調を構成することができる「旋宮」を可能とした、極めて完成度の高
い理論である。さらに、諸律の根源として気の思想を背景とする「声気の元」を提示し、秬
黍法の使用により混乱していた北宋代までの楽律論を総括するとともに、度量衡から楽律
を求める流れを改め、楽律が度量衡の基準となる中国古来の体系を再興したことを明らか
にした。 
第二章「林家における『律呂新書』研究―林鵞峰『律呂新書諺解』を中心として―」で
は、中村惕斎よりも早く『律呂新書』に着目した林鵞峰の『律呂新書諺解』を中心とし
て、林鵞峰とその弟子たちによる『律呂新書』研究、林家における楽の実践、そして、
『律呂新書諺解』の成書過程およびその内容について論じた。その結果、林家では『性理
大全』所収の『律呂新書』に加点する作業を通して『律呂新書』が注目されたこと、この
作業が鵞峰の弟子で、紅葉山楽人でもある狛高庸によるものであること、林家における
『律呂新書』研究を理解する上で重要な著作である林鵞峰『律呂新書諺解』が鵞峰の著作
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ではなく、弟子の小嶋道慶によるものであることを明らかにした。さらに、『律呂新書』
研究自体が林家における内々の研究であったため、日本近世期の楽律研究にほとんど影響
を与えることがなかったことを指摘した。 
 第三章「中村惕斎の『律呂新書』研究―日本における『律呂新書』研究の開祖―」では、
日本における『律呂新書』研究の端緒を開いた中村惕斎の研究について、研究の過程、その
成果として著わされた『修正律呂新書』と『筆記律呂新書説』、そして、惕斎が研究成果を
基に日本雅楽を改良し、理想とする古楽の復興を希求していたことについて論じた。その結
果、惕斎が『律呂新書』の理論を検討するとともに、安倍季尚をはじめとする楽人たちとの
交流および楽器の習得を通して日本雅楽を理解し、日本雅楽を改良して儒者が理想とする
古楽の復興を希求していたこと、『律呂新書』が否定した度量衡による楽律の探求を積極的
に肯定したこと、日本において儒者が理想とする古楽を復興することを目的とするため、蔡
元定が追及した数的に均整のとれた楽律論よりも、実践可能な楽律論であることを優先し
ていたことを明らかにした。 
 第四章「中村惕斎『律呂新書』研究の継承 ―斎藤信斎・蟹養斎および尾張における『律
呂新書』研究を中心として―」では、これまで解明されていない惕斎の弟子である斎藤信斎
による楽律研究、そして、信斎を介して尾張の蟹養斎に惕斎の『律呂新書』研究が継承され、
崎門学派の叢書である『道学資講』に収録されるまでの過程について論じた。斎藤信斎は『修
正律呂新書』を刊行するとともに、惕斎の楽律研究の入門書として『楽律要覧』を著わすな
ど、惕斎の『律呂新書』研究の普及に尽力した。また、惕斎の『律呂新書』研究は、信斎を
通して崎門学派における楽学および楽律学の振興を企図していた蟹養斎に継承され、その
後、尾張において展開する『律呂新書』研究の基礎となった。信斎以降の『律呂新書』研究
では、惕斎のような独創的な見解が示されることはなかったが、日本雅楽を改良して古楽を
復興しようとする機運は一層高まり、惕斎においては隋唐時代の「燕楽」であるとされてい
た日本雅楽に対する評価も、次第に「雅楽」と同等に評価されるようになっていった。以上
のことから、崎門学派ではない中村惕斎『筆記律呂新書説』および斎藤信斎『楽律要覧』が
『道学資講』に収録されることとなった背景、そして、惕斎の『律呂新書』研究が弟子たち
により継承され、徐々に変容していった様相を明らかにした。 
 第五章「内堀英長の『律呂新書』研究―『律呂新書』研究の象数易学的展開―」では、 
小浜藩の儒者である内堀英長が行なった、『律呂新書』と象数易学を関連付けた研究につ
いて論じた。『律呂新書』の著者である蔡元定は、象数易学においても優れた業績を残し
ているが、元定自身は『律呂新書』において楽律と象数易学を積極的に関連付けることは
なかった。しかし、中国では明代以降、蔡元定の学問という観点から『律呂新書』と象数
易学を結び付ける研究が登場する。そして、日本において『律呂新書』を象数易学の観点
から研究したのが内堀英長であった。このような傾向は、中村惕斎やその後継者たちには
見られないものである。だが、内堀英長の『律呂新書』に関する著作は刊行されておら
ず、また、『律呂新書』の内容に関する解釈にも誤りも散見されるため、惕斎のように全
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国規模で研究が浸透していくことはなかった。すなわち、内堀英長の『律呂新書』研究
が、影響力こそ限定的であったものの、中村惕斎から蟹養斎へと継承された京都－尾張系
統の研究とは異なり、『律呂新書』を象数易学的観点から研究したものとして重要な価値
を有することを指摘した。 
 第六章「鈴木蘭園の楽律論―『律呂新書』に対する批判―」では、中村惕斎の『律呂新
書』研究を否定的な観点から研究した『律呂新書辨解』を中心として、京都の医師であり
琴士でもある鈴木蘭園の楽律論について論じた。『律呂新書』は中国の伝統的な楽律論を
取り入れつつ、蔡元定独自の理論を加えて発展させたところに「新書」としての価値があ
った。だが、「古義」を尊重する鈴木蘭園は、この発展に当たる部分を「蔡氏家説」と考
え、中国古来の方法に依拠した楽律論を構築することを主張した。しかし、蘭園は『律呂
新書』を完全に否定するのではなく、あくまでも『律呂新書』の誤りを訂正することによ
り「古義」を得た楽律論を構築しようとしていた。また、中村惕斎が『律呂新書』に依拠
した日本雅楽の改良を想定していたのに対して、鈴木蘭園はむしろ純粋に学問として、
『律呂新書』を研究しようとしていた。つまり、鈴木蘭園による研究は、非朱子学者であ
る学者による研究の一つとして、惕斎らとは異なる観点から『律呂新書』研究に取り組ん
だものとして評価できることを指摘した。 
 日本近世期における『律呂新書』研究は、主に中村惕斎を中心とする朱子学者たちによ
り展開していくが、その目的は『律呂新書』を基礎として日本雅楽を改良し、理想とする
古楽を復興することにあった。そのため、『律呂新書』が否定した度量衡による楽律の制
定を積極的に肯定し、「燕楽」である日本雅楽を儒者が理想とする「雅楽」と同様に評価
するなど、『律呂新書』の主張とは異なる解釈も行なわれた。その一方、中国では明代以
降、盛んに行われることとなる象数易学や律暦の融合といった理論研究については、内堀
英長など一部の学者に止まっており、また、鈴木蘭園のように否定的な観点から『律呂新
書』を研究する学者や、安倍季尚のように『律呂新書』を受容しつつも、「声気の元」や
候気術などの理論については受容しないなど、その受容方法は一様ではない。しかし、全
体的な傾向としては、蔡元定が追及した数的に均整のとれた理論を追求するのではなく、
実践可能な方向へと楽律論を改良していくことを重視していたことがわかる。これはつま
り、儒者たちが『律呂新書』研究を単に知識の獲得として考えていたのではなく、日本に
おいて古楽を復興し、儒者が理想とする礼楽を日本において実施しようとしていたことを
示すものであるといえる。そのため、日本では『律呂新書』の理論をより精錬していくこ
とよりも、その理論を応用することの方に重点が置かれることとなったのである。 
 本論文において明らかにした日本近世期における『律呂新書』研究の様相は、今後、中
国および朝鮮における『律呂新書』研究と合わせて検討することにより、東アジア近世期
における楽律研究の解明に資するだけではなく、朱子学、ひいては儒教における楽論およ
び礼楽論について検討する上でも、重要な手掛かりになることが期待される。 
 
